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特定非営利活動法人 日本臨床腫瘍学会 

会員並びに関係者各位 

 

     欧州臨床腫瘍学会（ESMO）との Leadership Meetingの結果について 

 

 去る 9 月 25 日（日）、日本臨床腫瘍学会（JSMO）と欧州臨床腫瘍学会（ESMO）とで共同

会議（Leadership Meeting）を行い、この度会員の皆様に会議詳細についてご報告させて

頂くこととなりました。 

 

この会議は ASCO や ESMO年次集会の場で、JSMOと ESMOの友好を深め、共同事業を展開す

るに当たって意見交換をすることを目的に定期的に行っており、次回は ASCO期間中の 2012

年 6月の開催を予定しています。 

 

つきましては、以下の通り会議議事についてご報告いたします。 

 

-------------------------------------------------------------------------------- 

1. 『Annals of Oncology』について 

・日本からの論文投稿数は、JSMOが『Annals of Oncology』を機関誌として以来、 

継続して増加している。 

・『Annals of Oncology』のインパクトファクターは、現在 6.452である。 

・ 日本は投稿数が多い国の 4位以内であるが、採択率は平均以下の 11％である（平均 18％）。

これについて ESMOより、投稿数の増加を期待するというよりもむしろ質の良い論文の 

提出を望んでいる、という意見があった。 

・日本人の採択率を上げるため、JSMOは広報を行う。 

 

2. JSMO と ESMO との友好関係に基づく 40歳未満の若手 JSMO会員への ESMO無料新規会員 

登録（Trial Membership）について 

・261名が無料会員登録をした。 

・JSMO は無料会員登録を行った会員に対し、ESMO会員登録を検討して頂ける様、メールや 

HPで広報を行う。    

・JSMOと ESMO の相互会員が、年会費の割引等、今後何かしらの特典が受けられる様、次回 

の会議で提案する。 

 

3. ESMO-ASCO Global Core Curriculumの改訂の翻訳・進捗状況について 

・現在 JSMO にてスケジュールに沿った改訂作業を進めている。次回理事会で承認され 

れば、最終改訂版となる。今年中に JSMOの HPに掲載予定であり、同様に ESMOの HP 

にも掲載予定である。 

 



4. 第 10 回日本臨床腫瘍学会学術集会（2012 年 7 月 26 日～28 日グランキューブ大阪にて

開催）について 

・テーマ：‘Beyond the Global Standard of Medical Oncology’   

・ESMO との Joint Symposiumのタイトル・演者は、学術企画委員会にて決定次第、 

ESMOに提案する。 

・海外からの一般演題を積極的に呼びかけており、とりわけアジアの国々からの投稿に 

期待している。 

 

5. 2012 年 ESMO 第 37 回年次大会 (2012年 9月 28日～10月 2日ウィーンにて開催) に 

ついて 

・ESMO-JSMO Joint Symposiumを 2012年 10月 1日 14:00～15:30で行う。 

・タイトルは、“Recent advances in the treatment of GI tract and liver cancer in the 

EU and Japan”の予定。 

・内容は以下の通り（予定）。 

– Introduction 

– Colorectal cancer: A new oral cytotoxic agent reappears 

– Hepatocellular carcinoma: Present treatment strategy in Japan 

– Hepatocellular carcinoma in the EU 

– Can PET imaging help individualize the treatment of colorectal cancer patients 

– Conclusions 

 

6. 若手オンコロジスト向けの ESMO対象の共同教育プログラムの開催について 

・JSMO より ESMO に教育プログラムの共同開催について打診したところ、まずは ESMOの 

Young Oncologists Committee に JSMO の若手メンバーが参画し、企画してはどうかとの

提案があった。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

 

以上の通り、JSMOと ESMO は年次学術集会をはじめ、特に教育に力を入れており、今後 

共同事業を展開して行く予定です。これを機会に引き続き ESMO会員登録をご検討ください 

ます様お願い申し上げます。 

 

■ESMO 会員登録サイト URL 

http://www.esmo.org/membership/join-esmo.html 

 

                      特定非営利活動法人 日本臨床腫瘍学会 

                               理事長 田村 和夫 

http://www.esmo.org/membership/join-esmo.html

